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本
学
は
10
月
10
日
（
金
）
か
ら

19
日
（
日
）
ま
で
開
催
さ
れ
る
全

国
的
な
、
学
生
に
よ
る
資
金
調
達

イ
ベ
ン
ト
「
ギ
ビ
ン
グ　

キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
２
０
２
５
」に
参
加
す
る
。

　

専
用
サ
イ
ト
を
閲
覧
者
が
、
参

加
大
学
の
中
か
ら
応
援
し
た
い
大

学
の
支
援
者
と
な
っ
て
、
気
持
ち

を
投
票
で
表
す
、
ま
た
は
寄
付
を

す
る
と
、
配
分
さ
れ
る
仕
組
み
の

イ
ベ
ン
ト
で
、
本
学
も
多
く
の
人

の
応
援
、
寄
付
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。

　
「
日
本
に
明
る
い
未
来
を
も
た

ら
そ
う
」
な
ど
と
、
株
式
会
社
ア

ル
ム
ノ
ー
ト
が
運
営
し
、
参
加
す

る
各
大
学
が
主
催
す
る
。
大
学
に

は
、自
分
た
ち
へ
の
「
応
援
投
票
」

の
数
に
応
じ
て
、
企
業
の
協
賛
金

が
配
分
さ
れ
、
寄
付
が
「
大
学
基

金
」
を
通
じ
て
届
く
。

　

本
学
は
昨
年
、
１
５
６
３
人
か

ら「
応
援
投
票
」や
寄
付
を
受
け
、

協
賛
金
19
万
円
、
個
人
寄
付
金
20

万
６
４
８
０
円
の
計
39
万
６
４
８

０
円
を
獲
得
で
き
た
。

　

詳
細
は
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
随
時

更
新
し
て
い
る
専
用
サ
イ
ト
へ
。

ギ
ビ
ン
グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

10
月
10
日
～
19
日

　

全
国
歯
科
大
学
同
窓
会
・
校
友
会
学
術
担

当
者
連
絡
会
は
、
１
９
９
７
年
か
ら
開
催
さ

れ
今
回
41
回
を
迎
え
る
が
、
２
０
０
８
年
に

本
学
が
主
管
し
て
か
ら
17
年
経
過
し
た
状
況

で
の
２
度
目
の
主
管
と
な
っ
た
。

　

来
学
し
た
先
生
方
の
中
に
は
、
前
回
の
穂

高
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
の
思
い
出
な
ど
を
語
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

　

総
会
で
は
、
研
修
会
報
告
書
や
連
絡
網
の

確
認
な
ど
が
行
わ
れ
、
今
後
５
年
先
ま
で
の

主
管
校
の
進
捗
状
況
を
討
議
し
た
。　

　

総
会
の
後
、
基
調
講
演
と
し
てW

HITE 
CROSS

株
式
会
社
代
表
取
締
役
で
あ
り
、

本
学
の
非
常
勤
講
師
で
も
あ
る
赤
司
征
大
先

生
よ
り
『
歯
科
医
療
の
近
未
来
は
ど
う
な
る

の
か
？
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
ご
講
演
を
い

た
だ
い
た
。

　

赤
司
先
生
の
講
演
は
、
今
後
、
歯
科
医
療

は
業
務
と
需
要
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
成
長

産
業
で
あ
り
、
現
在
、
歯
科
医
師
は
パ
イ
ロ

ッ
ト
、
医
師
に
次
い
で
３
番
目
に
収
入
の
多

い
、
夢
の
あ
る
職
業
で
あ
る
と
の
正
し
い
情

報
に
よ
る
見
解
を
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
、
４
大
学
の
代
表
者
に

よ
る
『
学
術
事
業
の
未
来
に
つ
い
て
』
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
、
熱
い
討
論
が
行
わ
れ
た
。

　

懇
親
会
に
お
い
て
は
、
総
勢
70
名
以
上
の

参
加
者
が
図
書
会
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

に
着
席
し
、
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン

″
雷
鳥
”
お
よ
び
中
国
料
理
レ
ス
ト

ラ
ン″
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
”
特
製
の
料

理
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
参
加

者
か
ら
は
、
本
学
の
中
国
料
理
が
本

場
横
浜
を
凌
ぐ
と
の
絶
賛
を
い
た
だ

い
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
朱

紫
令
真
さ
ん（
元
宝
塚
歌
劇
団
星
組
）

に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
た
。

　

参
加
校
挨
拶
は
北
か
ら
順
に
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て
行
わ
れ
、
来
年
（
主

管
＝
神
奈
川
歯
科
大
学
と
鶴
見
大
学

歯
学
部
）
の
再
会
を
誓
っ
て
閉
会
と

な
っ
た
。

（
学
長
・
校
友
会
常
務
理
事　

宇
田
川
信
之
）

　

第
57
回
全
日
本
歯
科
学
生
総
合
体

育
大
会
（
全
日
本
歯
科
学
生
体
育
連

盟
主
催
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
後
援
、
鶴
見

大
学
歯
学
部
事
務
主
管
）
の
夏
期
部

門
が
７
月
31
日
（
木
）
か
ら
８
月
11

日
（
月
・
祝
）
ま
で
、
競
技
部
門
ご

と
各
地
で
開
催
さ
れ
た
。

　

水
泳
部
は
第
２
学
年
の
古
俣
海
翔

君
が
男
子
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

で
２
連
覇
を
果
た
し
、
弓
道

部
は
第
１
学
年
の
平
田
聡
真

君
が
優
勝
、
同
じ
く
第
１
学

年
の
今
井
遥
君
が
２
位
と
な

る
な
ど
、
本
学
学
生
も
大
健

闘
し
た
。

　

本
年
度
の
夏
期
部
門
に

は
、
本
学
か
ら
硬
式
庭
球
、

サ
ッ
カ
ー
、
ゴ
ル
フ
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、剣
道
、

弓
道
、
水
泳
の
９
の
競
技
部

門
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
各
部

が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
た
。

　

水
泳
は
京
都
市
の
京
都
ア

ク
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た
。

本
学
水
泳
部
は
多
く
の
入
賞

者
を
出
し
、
古
俣
君
は
男
子

１
０
０
ｍ
自
由
形
も
２
位
と

な
っ
た
ほ
か
、
第
３
学
年
の

小
坂
田
賢
悟
君
が
男
子
１
０
０
ｍ
平

泳
ぎ
と
男
子
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ

ー
で
と
も
に
６
位
、
第
５
学
年
の
野

﨑
優
君
が
男
子
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
で

８
位
、
４
人
が
出
場
す
る
男
子
４
×

１
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
で
７
位
と

な
っ
た
。

　

女
子
も
、
第
１
学
年
の
綾
坂
愛
子

さ
ん
が
新
人
戦
女
子
50
ｍ
で
バ
タ
フ

第
57
回
歯
学
体
結
果
報
告

水
泳
部
、弓
道
部
が
個
人
戦
で
大
活
躍

―
水
泳
部
・
古
俣
海
翔
君
が
男
子
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
２
年
連
覇
―

第41回 全国歯科大学同窓会・校友会学術担当者連絡会を開催

　

弓
道
部
門
は
８
月
５
日
（
火
）
か

ら
８
日
（
金
）
ま
で
、
神
奈
川
県
立

武
道
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

学
弓
道
部
か
ら
は
男
子
５
人
と
女
子

５
人
が
出
場
し
、
男
子
個
人
戦
の
部

で
平
田
聡
真（
第
１
学
年
）が
優
勝
、

今
井　

遥
（
第
１
学
年
）
が
準
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
他
大
学
の
方
を
含
め
た

４
人
で
争
い
ま
し
た
。
２
回
目
で
両

名
が
矢
を
的
中
さ
せ
本
学
の
１
位
、

２
位
が
確
定
し
、
部
員
同
士
の
一
騎

打
ち
へ
。
そ
し
て
、
３
回
目
で
平
田

が
的
中
さ
せ
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
素
晴
ら
し
い
結
果
は
、
普

段
の
練
習
は
も
ち
ろ
ん
、
夏
休
み
中

の
練
習
会
や
自
主
練
な
ど
、
両
名
の

不
断
の
努
力
が
実
を
結
ん
だ
成
果
だ

と
思
い
ま
す
。
良
い
結
果
を
残
せ
る

よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
部
員
一
同
練
習

に
励
み
ま
す
。

　

い
つ
も
支
援
し
て
く
だ
さ
る
顧

問
の
吉
田
明
弘
先
生
（
微
生
物
学
教

授
）、
お
忙
し
い
中
を
応
援
に
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
下
田
正
穂
先
生

（
25
期
生
）、
佐
野
浩
之
先
生
（
46
期

生
）
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
弓
道
部
主
将　

第
５
学
年　

新
山
生
樹
）

弓
道
部
門
男
子
個
人

優
勝
・
平
田 

聡
真
君

準
優
勝
・
今
井 

遥
君

専用サイト
QR コード

全
国
29
歯
科
大
学
・
歯
学
部
の
学
術
担
当
者
が
情
報
交
換

―
学
術
研
修
の
さ
ら
な
る
充
実
を
め
ざ
し
て
―

弓
道
部
門
で
優
勝
し
た
平
田
君
（
右
）
と
準
優
勝
の
今
井
君

主管校代表として総会の議事進行をする宇田川信之常務理事（右から二人目）と川原一郎常務理事（右端）

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

ラ
イ
、
自
由
形
と
も
に
３
位
に
な
っ

た
ほ
か
、
第
３
学
年
の
佐
藤
実
夢
さ

ん
が
得
意
の
バ
タ
フ
ラ
イ
種
目
の
女

子
１
０
０
ｍ
で
４
位
、
女
子
50
ｍ
で

７
位
と
な
る
な
ど
健
闘
が
際
立
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
名

古
屋
市
の
愛
知
県
体
育
館
で
行
わ
れ

４
位
と
奮
闘
。
東
京
都
のBum

B

東
京
ス
ポ
ー
ツ
会
館
で
開
催
さ
れ
た

剣
道
で
は
、
第
４
学
年
の
橋
本
ひ
か

る
さ
ん
が
女
子
個
人
戦
で
ベ
ス
ト
８

に
入
っ
た
。
岩
手
医
科
大
学
と
合
同

チ
ー
ム
で
臨
ん
だ
剣
道
Ｏ
Ｂ
戦
で
は

優
勝
を
果
た
し
た
。

優勝した古俣君（中列左から3人目）と3位入賞の綾坂さん（前列右から3人目）ほか水泳部員 全国から学術担当者が集い満席となった学生ホール

　

残
暑
厳
し
い
中
、
８
月
23
日
（
土
）、
松
本
歯
科
大
学
図
書
会
館
学
生
ホ
ー
ル
を

会
場
と
し
て
、
第
41
回
全
国
歯
科
大
学
同
窓
会
・
校
友
会
学
術
担
当
者
連
絡
会
が

開
催
さ
れ
た
。
本
連
絡
会
は
、
全
国
29
歯
科
大
学
・
歯
学
部
の
同
窓
会
・
校
友
会

の
学
術
担
当
者
が
一
堂
に
集
ま
り
、
各
大
学
で
開
催
し
て
い
る
学
術
研
修
会
の
開
催

テ
ー
マ
や
方
式
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
行
い
、
今
後
の
活
動
に
役
立
て
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
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創立者の「視点」

大学誌編集主幹
特任教授

笠 原  浩

議
席
は
変
わ
っ
て
も

政
治
は
変
わ
ら
な
か
っ
た

内
閣
官
房
参
与
　
　
　
　
　

松
本
歯
科
大
学
常
務
理
事
　

特
命
教
授
　
　
　
　
　
　
　

飯
島 

勲

参院選の結果を受けて会見する石破首相

歯科補綴学講座・笠原隼男准教授がシンポジストに
日本口腔インプラント学会関東・甲信越支部学術集会

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
を
務
め
感
謝
状
を
受
け
た
筆
者
（
右
か
ら
２
人
目
）

　

７
月
27
日
（
日
）、
日
本
歯
科
大

学
生
命
歯
学
部
富
士
見
ホ
ー
ル
（
東

京
都
）
に
お
い
て
、
日
本
口
腔
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
学
会
関
東
・
甲
信
越
支
部

第
15
回
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
日

本
口
腔
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
学
会
の
関

東
・
甲
信
越
支
部
各
研
修
会
施
設
所

属
の
若
手
臨
床
医
や
研
究
者
に
よ

り
、
旬
な
学
術
情
報
や

学
術
大
会
で
は
取
り
上

げ
づ
ら
い
内
容
を
テ
ー

マ
に
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
。
近
年
は
全
国
的

に
も
認
知
度
が
高
ま

り
、
今
回
の
参
加
者
は

３
０
０
人
を
超
え
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
「
ゼ
ロ
ボ
ー
ン
ロ

ス
を
達
成
す
る
た
め
の

ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
選
ば

れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
12

人
よ
り
、
全
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周
囲

骨
を
吸
収
さ
せ
な
い
」
た
め
の
試
み

が
外
科
・
補
綴
・
歯
周
病
お
よ
び
材

料
学
的
観
点
か
ら
語
ら
れ
た
。
筆
者

は
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
登
壇
す
る

機
会
を
頂
戴
し
た
た
め
、「
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ど
お
り
の
埋
入
の
た
め

に 

―
動
的
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
選
択
肢
―
」
を
演
題
と
し
、
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
愛
用
す
る

立
場
か
ら
そ
の
利
便
性
や
注
意
点
に

つ
い
て
発
表
を
行
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
各
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
か
ら

は
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
、
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の
立
案
時
点
か
ら

の
歯
科
技
工
士
と
の
連
携
や
、
上
部

構
造
の
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
ス
プ
ロ
フ
ァ

イ
ル
～
歯
肉
貫
通
部
に
か
け
て
の
形

態
、
広
範
囲
顎
骨
支
持
型
装
置
の
適

応
や
、
粘
膜
の
厚
み
に
よ
る
ボ
ー
ン

ロ
ス
の
リ
ス
ク
や
推
奨
さ
れ
る
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
埋
入
深
度
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
る
発
表
が
な
さ
れ
た
。
各
セ
ッ

シ
ョ
ン
後
に
は
質
疑
応
答
の
時
間
が

設
け
ら
れ
、
会
場
か
ら
質
問
が
相
次

ぎ
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
最

新
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と

同
時
に
、
各
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
か
ら
熱

い
刺
激
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
機
会
と
な
っ
た
。

（
歯
科
補
綴
学
講
座　

准
教
授　

笠
原
隼
男
）

岡
藤
教
授
と
24
期
生
・
薄
井
先
生
、28
期
生
・
荒
井
先
生
、31
期
生
・
三
原
先
生

『
デ
ジ
タ
ル
矯
正
歯
科
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
』
で
共
著
発
表 

　

歯
科
業
界
大
手
の
ク
イ
ン
テ
ッ
セ

ン
ス
出
版
の
『
別
冊DIGITAL

×

ORTHO

デ
ジ
タ
ル
矯
正
歯
科
フ

ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
２
０
２
５
／
２
０
２

６
』（
２
０
２
５
年
１
月
刊
行
）
に
、

本
学
の
岡
藤
範
正
教
授
（
大
学
院
硬

組
織
疾
患
制
御
再
建
学
講
座
）
と
山

梨
県
甲
府
市
の
「
歯
科
・
矯
正
歯
科

GOODSM
ILE

」
の
薄
井
陽
平
先
生

（
24
期
生
）、
荒
井　

敦
先
生
（
28
期

生
）、
そ
し
て
私 

三
原
正
志
の
共
著

に
よ
る
論
文
「
小
児
期
の
ア
ラ
イ
ナ

ー
矯
正
治
療
」
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

こ
の
本
は
現
在
矯
正
歯
科
業
界
で

最
新
技
術
と
な
る
「
ア
ラ
イ
ナ
ー
矯

正
歯
科
治
療
」
の
内
容
が
そ
の
大
部

分
を
占
め
て
お
り
、
今
回
の
論
文
掲

載
は
、
数
年
前
か
ら
定
期
的
に
「
甲

信
ア
ラ
イ
ナ
ー
研
究
会
」
と
し
て
研

鑽
し
て
い
る
我
々
と
し
て
、
よ
う
や

く
一
つ
の
成
果
を
世
間
に
発
信
す
る

事
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　

一
般
的
に
ア
ラ
イ
ナ
ー
矯
正
歯
科

治
療
は
成
人
矯
正
に
の
み
適
応
さ
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、

小
児
期
に
お
け
る
ア
ラ
イ
ナ
ー
矯
正

治
療
は
4
年
ほ
ど
前
か
ら
全
世
界
的

に
導
入
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
ま
だ

世
間
的
に
発
表
さ
れ
て
い
る
論
文
な

ど
も
少
な
い
た
め
、
矯
正
歯
科
業
界

に
お
い
て
は
未
導
入
の
先
生
が
少
な

く
マ
イ
ナ
ー
な
分
野
と
い
え
る
。
論

文
で
は
、
私
も
所
属
す
る
「
歯
科
・

矯
正
歯
科GOOD SM

ILE

」
で
の

症
例
か
ら
特
徴
の
あ
る
も
の
を
選
別

し
、
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
「
小
児
期
の
ア
ラ
イ
ナ
ー
矯
正
治

療
」
は
従
来
の
小
児
期
の
矯
正
治
療

と
は
コ
ン
セ
プ
ト
が
異
な
り
、
歯
列

や
歯
牙
移
動
の
自
由
度
が
高
い
。
ま

た
、
従
来
の
小
児
期
の
矯
正
歯
科
治

療
で
使
用
さ
れ
て
い
る
装
置
を
併
用

す
る
こ
と
で
さ
ら
な
る
治
療
の
効
率

化
が
図
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
小

児
期
の
ア
ラ
イ
ナ
ー
矯
正
歯
科
治
療

を
行
う
先
生
に
と
っ
て
十
分
参
考
に

な
る
内
容
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
、

日
常
臨
床
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け

た
ら
僥ぎ

ょ
う
こ
う倖で

あ
る
。
ま
た
大
変
恐
縮

だ
が
、
今
後
も
定
期
的
に
「
甲
信
ア

ラ
イ
ナ
ー
矯
正
研
究
会
」
と
し
て
発

信
し
、
矯
正
歯
科
臨
床
の
発
展
の
一

助
に
な
れ
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

（
31
期
生　

三
原
正
志
） 掲載誌を示す薄井先生（右）と荒井先生

　

今
月
号
で
は
『
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
』
８
月
29
日
号
「
リ
ー
ダ
ー
の
掟 

飯
島 

勲
」
よ
り
、「
参
院
選
に
思
う
。
議
席
が
変
わ
っ
て
も
政
治
は

変
わ
ら
な
か
っ
た
」
の
記
事
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

７
月
20
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た

参
議
院
議
員
選
挙
で
、
自
民
党
・
公

明
党
の
連
立
与
党
は
大
幅
に
議
席
を

減
ら
し
、
昨
年
の
衆
院
選
に
続
い
て

過
半
数
割
れ
と
な
っ
た
。

　

私
は
、
与
野
党
の
政
策
を
比
較
し

て
み
た
結
果
、
こ
れ
な
ら
過
半
数
は

維
持
で
き
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か

し
、
過
去
の
永
田
町
の
常
識
で
は
考

え
ら
れ
な
い
こ
と
が
起
き
た
。
自
民

党
は
改
選
前
の
52
議
席
か
ら
39
議
席

に
減
少
す
る
一
方
で
、
国
政
で
は
ほ

と
ん
ど
実
績
の
な
か
っ
た
参
政
党
が
、

１
議
席
か
ら
14
議
席
へ
と
勢
力
を
拡

大
さ
せ
た
。
数
字
上
で
は
、
自
民
党

が
減
ら
し
た
13
議
席
が
参
政
党
に
移

っ
た
形
で
あ
る
。
海
外
メ
デ
ィ
ア
な

ど
で
は
、参
政
党
の
躍
進
に
つ
い
て
、

欧
州
の
極
右
政
党
の
台
頭
を
比
較
す

る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
過
去
に
自
民
党
が
大
敗
し

た
選
挙
で
は
自
民
党
へ
の
批
判
票
は

革
新
系
の
野
党
に
入
っ
た
も
の
だ

が
、
今
回
、
立
憲
民
主
党
は
議
席
数

を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ず
、
共
産
党

は
議
席
を
減
ら
し
た
。
与
党
だ
け
で

な
く
す
べ
て
の
既
成
政
党
が
支
持
を

減
ら
し
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
。

　

残
念
な
の
は
、
選
挙
の
勝
敗
に
か

か
わ
ら
ず
日
本
の
未
来
を
見
据
え
た

政
策
を
訴
え
た
政
党
が
見
当
た
ら
な

か
っ
た
こ
と
だ
。国
民
民
主
党
の「
手

取
り
を
増
や
す
」
も
参
政
党
の
「
日

本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
も
、
有
権
者
が

現
在
進
行
形
で
抱
え
る
不
満
を
意
識

し
た
も
の
で
、
こ
の
国
の
将
来
像
を

示
す
と
こ
ろ
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

一
方
、
有
権
者
の
側
も
与
党
の
政

治
を
批
判
す
る
だ
け
で
、
自
分
自
身

が
政
治
活
動
に
参
加
し
よ
う
と
い
う

動
き
は
見
え
ず
、
こ
の
ま
ま
日
本
の

政
治
を
変
え
る
た
め
の
大
き
な
う
ね

り
が
起
き
る
と
は
思
え
な
い
。

　

野
党
各
党
も
与
党
の
過
半
数
割
れ

で
満
足
し
た
の
か
、
各
党
が
連
立
し

て
政
権
を
取
ろ
う
と
い
う
動
き
が
全

く
見
え
な
い
の
も
情
け
な
い
。
自
民

党
は
比
較
第
一
党
で
は
あ
る
も
の
の
、

こ
の
選
挙
結
果
で
あ
れ
ば
下
野
せ
ざ

る
を
え
な
い
は
ず
が
、
野
党
の
ふ
が

い
な
さ
か
ら
か
、
連
立
の
枠
組
み
ば

か
り
が
話
題
に
な
る
。
そ
し
て
今
回

の
選
挙
に
よ
っ
て
、
単
独
で
法
案
提

出
で
き
る
議
席
数
を
得
た
参
政
党
は

国
政
に
ど
ん
な
関
わ
り
方
を
す
る
の

か
。
投
票
し
た
有
権
者
は
責
任
を
持

っ
て
見
守
る
義
務
が
あ
る
。

　

自
民
党
は
選
挙
結
果
に
つ
い
て
総

括
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

石
破　

茂
首
相
は
続
投
の
意
欲
を
見

せ
て
い
る
が
、
党
内
で
は
退
陣
と
い

う
見
方
が
大
勢
を
占
め
て
お
り
、
先

行
き
は
不
透
明
だ
。
し
か
し
、
選
挙

の
顔
と
し
て
期
待
さ
れ
て
首
相
に
就

任
し
な
が
ら
、
昨
年
の
衆
院
選
、
今

年
６
月
の
都
議
選
、そ
し
て
今
回
と
、

大
き
な
選
挙
で
３
連
敗
と
結
果
を
出

す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
事
実

だ
。
石
破
内
閣
の
参
与
と
い
う
立
場

で
は
書
き
づ
ら
い
の
だ
が
、
責
任
論

が
出
る
の
も
理
解
は
で
き
る
。
石
破

首
相
は
就
任
１
年
足
ら
ず
。
だ
か
ら

こ
そ
、
負
け
た
ら
下
野
す
る
覚
悟
で

衆
議
院
を
解
散
し
、
石
破
首
相
が
目

指
す
日
本
の
将
来
像
を
明
確
に
示
し

て
、
国
民
に
信
を
問
う
と
い
う
選
択

を
見
せ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。

　

私
も
政
治
の
世
界
に
入
っ
て
53
年

に
な
る
。
拉
致
問
題
の
解
決
に
貢
献

す
る
の
が
最
後
の
つ
と
め
と
働
い
て

き
た
が
、
首
相
官
邸
の
主
が
変
わ
れ

ば
今
度
こ
そ
参
与
の
職
か
ら
離
れ
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。２
０
１
２
年
、

第
２
次
安
倍
内
閣
で
参
与
と
な
っ
て

か
ら
、
首
相
が
交
代
す
る
た
び
に
、

今
度
こ
そ
お
役
御
免
と
思
い
な
が
ら

働
い
て
き
た
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
石

破
首
相
の
た
め
に
も
う
少
し
働
き
た

か
っ
た
が
、
い
つ
で
も
部
屋
を
引
き

払
え
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
そ
う
だ
。

　

こ
の
数
十
年
、
首
相
の
海
外
訪
問

に
同
行
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
に
行

く
こ
と
が
で
き
た
。
ど
こ
に
行
っ
て

も
、
空
港
と
会
議
場
と
ホ
テ
ル
を
往

復
し
て
い
る
だ
け
で
、
有
名
な
観
光

地
は
ほ
と
ん
ど
見
て
い
な
い
。
往
復

機
中
泊
は
当
た
り
前
。
帰
国
後
は
羽

田
空
港
か
ら
官
邸
に
直
行
し
て
す
ぐ

に
仕
事
と
い
う
の
も
慣
れ
た
も
の
だ
。

個
人
的
に
は
つ
ら
い
と
感
じ
て
い
な

い
。
小
泉
内
閣
の
秘
書
官
時
代
に
は

毎
日
２
時
間
の
睡
眠
で
働
い
て
い
た

か
ら
、
常
に
フ
ル
稼
働
す
る
生
活
に

慣
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

私
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
使
う
個
人

の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
ほ
か
に
、
公
用
パ

ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
の
だ
が
、

公
用
パ
ス
ポ
ー
ト
は
更
新
前
に
も
か

か
わ
ら
ず
２
冊
目
に
入
っ
た
。
各
国

の
ス
タ
ン
プ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

い
る
。
一
方
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は

ど
こ
に
も
行
っ
て
い
な
い
の
で
真
っ

白
な
ま
ま
だ
。
少
し
寂
し
い
気
も
す

る
が
、
そ
れ
だ
け
国
の
た
め
に
働
い

て
こ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
素
直
に

誇
り
に
思
う
。

　

参
与
を
退
任
し
た
ら
、
何
を
し
よ

う
か
と
考
え
て
い
る
。
か
つ
て
の
同

僚
や
地
元
の
友
人
た
ち
は
、
す
で
に

年
金
生
活
に
入
っ
て
い
る
の
だ
が
、

私
は
政
治
の
世
界
か
ら
離
れ
た
自
分

を
想
像
で
き
な
い
。
だ
か
ら
ど
ん
な

形
で
あ
れ
、
も
う
少
し
言
論
活
動
を

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

特
別
な
血
液
疾
患
が
存
在
し
て
い

な
い
患
者
で
も
、
抜
歯
後
の
出
血
が

ト
ラ
ブ
ル
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

筆
者
が
東
京
の
病
院
で
働
い
て
い

た
と
き
に
、
知
り
合
い
の
弁
護
士
さ

ん
か
ら
こ
ん
な
相
談
を
さ
れ
ま
し
た
。

「
ひ
と
り
暮
ら
し
の
女
性
が
ビ
ル
開

業
の
歯
科
医
に
奥
歯
を
抜
い
て
も
ら

っ
た
と
こ
ろ
、
帰
宅
後
も
出
血
が
止

ま
ら
な
い
。
担
当
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

電
話
し
た
が
、
終
業
後
は
無
人
と
な

っ
て
い
る
ら
し
く
、
全
く
連

絡
が
取
れ
な
い
。
食
事
も
と

れ
な
い
ま
ま
、
血
の
混
じ
っ

た
唾
液
を
吐
き
だ
し
て
い
た

ら
、
洗
面
器
一
杯
に
な
り
、

気
分
も
ひ
ど
く
悪
く
な
っ
た

の
で
、
１
１
９
番
に
電
話
し

て
救
急
搬
送
し
て
も
ら
っ

て
、な
ん
と
か
助
け
ら
れ
た
。

恐
ろ
し
い
目
に
あ
わ
さ
れ
た

の
で
、
そ
の
歯
科
医
を
訴
え

た
い
」
と
、
事
務
所
を
訪
ね

て
来
ら
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

筆
者
が
「
専
門
家
の
立
場

か
ら
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ま

す
」
と
意
見
を
求
め
ら
れ
た

わ
け
で
す
ね
。

　

前
回
お
話
し
た
よ
う
に
、
抜
歯
創

は
血
餅
の
凝
固
に
よ
る
二
次
的
治
癒

を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
創
傷
で
す
か

ら
、
そ
れ
を
気
に
し
て
含
嗽
な
ど
を

す
れ
ば
、
唾
液
に
血
が
混
じ
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。「
洗
面
器
一

杯
の
出
血
」
は
大
げ
さ
に
し
て
も
、

食
事
も
と
ら
ず
に
血
の
色
を
見
て
い

れ
ば
、気
分
も
悪
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　

患
者
さ
ん
が
言
う
よ
う
な
「
生
命

の
危
険
」
が
あ
っ
た
と
も
思
い
ま
せ

ん
が
、担
当
医
は
説
明
不
足
で
す
し
、

ビ
ル
開
業
で
あ
っ
て
も
、
緊
急
連
絡

先
は
明
示
し
て
お
く
べ
き
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
騒
ぎ
は
珍
し
い
で

し
ょ
う
が
、
多
少
の
ト
ラ
ブ
ル
は
少

な
か
ら
ず
耳
に
し
ま
す
。

　

近
年
の
筆
者
は
「
歯
を
抜
か
な
い

歯
医
者
」を
め
ざ
し
て
は
い
ま
す
が
、

ど
う
し
て
も
抜
歯
せ
ざ
る
を
得
な
い

場
合
に
は
、
ガ
ー
ゼ
を
噛
ま
せ
て
圧

迫
止
血
を
し
な
が
ら
く
ど
い
ほ
ど
説

明
し
ま
す
。

　

抜
歯
し
た
歯
を
示
し
て
「
こ
の
歯

の
根
が
入
っ
て
い
た
大
き
な
穴
が
、

周
り
か
ら
で
た
血
で
一
杯
に
な
り
、

そ
れ
が
固
ま
っ
て
傷
を
塞
い
で
い
き

ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
歯
の
根
と
同

じ
大
き
さ
の
血
の
塊
が
あ
る
わ
け
で

す
ね
。
今
晩
一
杯
は
そ
こ
か
ら
じ
く

じ
く
と
血
が
に
じ
み
出
し
て
い
ま
す
。

一
種
の
カ
サ
ブ
タ
で
す
。
強
い
う
が

い
や
指
で
触
れ
る
な
ど
で
カ
サ
ブ
タ

を
め
く
っ
て
し
ま
う
と
余
計
に
出
血

し
ま
す
か
ら
、
な
る
べ
く
ソ

ー
ッ
と
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
麻
酔
の
し
び
れ
が
取
れ

た
ら
、
ふ
つ
う
に
食
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。
少
し
は
出
血

し
て
い
て
も
自
分
の
血
で
す

か
ら
一
緒
に
呑
み
込
ん
で
も

大
丈
夫
で
す
」「
上
手
に
抜

き
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど

傷
や
み
は
し
な
い
は
ず
で
す

が
、
全
く
痛
ま
な
い
と
は
言

え
ま
せ
ん
か
ら
、
麻
酔
の
し

び
れ
が
取
れ
て
き
た
ら
、
痛

み
止
め
を
一
服
飲
ん
で
く
だ

さ
い
。
も
う
一
服
は
予
備
で

す
。今
晩
は
お
酒
と
お
風
呂
、

激
し
い
運
動
は
お
避
け
下
さ
い
」「
万

一
、
出
血
が
止
ま
ら
な
い
、
強
い
痛

み
が
治
ま
ら
な
い
、
ひ
ど
く
腫
れ
て

熱
が
あ
る
…
な
ど
の
異
常
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
電
話
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
（
緊
急
連
絡
先
○
○–

○
○
○

○
）」。

　

こ
れ
だ
け
の
話
を
し
て
い
る
と
、

３
～
４
分
は
経
過
す
る
の
で
、
噛
ま

せ
て
お
い
た
ガ
ー
ゼ
を
取
り
除
き
、

止
血
状
態
を
確
認
し
ま
す
。
念
の
た

め「
ま
だ
血
が
出
る
よ
う
で
し
た
ら
、

こ
れ
を
５
分
間
し
っ
か
り
と
お
噛
み

く
だ
さ
い
」
と
包
装
し
た
滅
菌
ガ
ー

ゼ
を
手
渡
し
て
お
き
ま
す
が
、
実
際

に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
よ
う
で
す
。

全身疾患と口腔
　白 血 病 ③

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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「
歯
医
者
が
怖
い
」「
診
療
台
に
座

れ
な
い
」「
口
が
開
け
ら
れ
な
い
」、

そ
ん
な
声
は
実
は
小
児
だ
け
で
な
く

大
人
や
高
齢
者
、
障
害
者
多
く
の
方

か
ら
聞
か
れ
ま
す
。

　

歯
科
恐
怖
症
や
異
常
な
嘔
吐
反

射
、
発
達
や
精
神
・
身
体
的
状
態
、

歯
科
治
療
の
必
要
性
の
理
解
が
困
難

な
ど
一
般
的
な
歯
科
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
非
常
に
難
し
い
方
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
と
え
ば
、
診
療
室
に
入
る
こ
と

が
で
き
な
い
、
座
れ
な
い
、
あ
る
い

は
治
療
の
説
明
が
理
解
で
き
ず
不
安

で
泣
き
出
し
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う

な
患
者
さ
ん
に
「
普
通
の
治
療
を
し

ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
も
、
う
ま
く

い
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
安
心
し
て
治

療
が
受
け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た

め
に
、
地
域
連
携
歯
科
で
は
「
行
動

調
整
法
」
と
呼
ば
れ
る
方
法
を
用
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
状
態
や
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
無

理
な
く
治
療
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
す
る
方
法
で
す
。

　

行
動
調
整
法
に
は
、「
薬
を
使
わ

な
い
方
法
」
と
「
薬
を
使
う
方
法
」

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
薬
を
使
わ
な

い
方
法
と
し
て
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
よ
っ
て
治
療
に
慣
れ
て
も
ら
う

「
行
動
療
法
」、
そ
し
て
安
全
を
確
保

す
る
た
め
に
身
体
の
動
き
を
制
限
す

る「
身
体
抑
制
法
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
作
用
の
あ
る

笑
気
ガ
ス
（
吸
入
鎮
静
法
）
も
軽
度

の
恐
怖
感
を
持
つ
患
者
さ
ん
に
は
効

果
的
で
す
。

　

一
方
、薬
を
使
う
方
法
と
し
て
は
、

「
静
脈
内
鎮
静
法
」や「
全
身
麻
酔
法
」

が
あ
り
ま
す
。

　

静
脈
内
鎮
静
法
は
点
滴
を
使
っ
て

鎮
静
薬
を
投
与
し
、
う
と
う
と
し
た

状
態
で
治
療
を
行
う
方
法
で
す
。

　

不
安
や
恐
怖
を
和
ら
げ
、
治
療
へ

の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
薬
の
量
が
過
剰
に

な
る
と
呼
吸
抑
制
が
出
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
、
慎
重
な
全
身
管
理
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

全
身
麻
酔
法
は
、
麻
酔
薬
で
意
識

を
完
全
に
消
失
さ
せ
気
管
挿
管
に
よ

り
呼
吸
管
理
を
行
い
な
が
ら
治
療
を

す
る
方
法
で
す
。
体
動
が
な
く
安
全

に
多
数
歯
の
治
療
を
一
度
に
行
え
る

た
め
、
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
や
著

し
い
恐
怖
症
の
方
に
は
有
効
な
選
択

学生（中）のサポートで模擬実習を行う参加者

　

本
論
文
は
、
咬
合
崩
壊
直
前
の
広

汎
型
慢
性
歯
周
炎
患
者
に
対
し
て
、

炎
症
と
咬
合
の
安
定
化
を
治
療
の
ゴ

ー
ル
に
設
定
し
、
歯
周
病
、
矯
正
、

補
綴
治
療
を
各
診
療
科
の
チ
ー
ム
ア

プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
包
括
的
治
療
を
施

行
す
る
こ
と
に
よ
り
良
好
な
結
果
を

得
る
こ
と
で
き
、
長
期
に
わ
た
っ
て

安
定
し
て
い
る
症
例
を
発
表
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

初
診
か
ら
18
年
、
歯
周
病
安
定
期

治
療
に
移
行
し
て
か
ら
も
10
年
以
上

経
過
し
て
い
る
症
例
の
デ
ー
タ
を
初

歯科保存学講座（歯周）・大谷有希大学院生
日本顎咬合学会の国際学会誌で優秀論文賞を受賞

　

学
生
食
堂
の
注
文
や
支
払
い
の
シ

ス
テ
ム
が
８
月
１
日
（
金
）
か
ら
、

新
し
い
シ
ス
テ
ム
に
切
り
替
わ
っ
た
。

　

利
用
者
は
、
食
堂
内
と
ビ
ー
ン
ズ

カ
フ
ェ
前
の
課
金
機
隣
に
設
置
し
た

計
３
台
の
券
売
機
で
食
券
を
購
入

し
、
各
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、
食
券
と
引

き
換
え
で
希
望
の
料
理
を
受
け
取

る
。
旧
来
の
レ
ス
ト
ラ
ン
カ
ー
ド
は

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
。

　

食
券
は
、
職
員
は
職
員
証
で
、
学

生
は
個
別
配
布
さ
れ
た
新
レ
ス
ト
ラ

ン
カ
ー
ド
で
購
入
で
き
る
。
た
だ

し
、
学
生
の
使
用
し
て
い
る
新
レ
ス

ト
ラ
ン
カ
ー
ド
は
２
０
２
６
年
４
月

以
降
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
学
生

証
と
一
体
化
さ
せ
る
。

　

切
り
替
え
初
日
は
、
食
堂
内
の
各

所
に
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
立
ち
、
利

用
者
に
新
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
説
明

や
、
券
売
機
の
横
に
立
っ
て
操
作
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
り
し
た
。

　

券
売
機
に
は
希
望
の
料
理
が
文
字

で
表
示
さ
れ
る
た
め
、
利
用
者
が
選

学
生
食
堂
が
新
シ
ス
テ
ム
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

旧
カ
ー
ド
の
返
却
・
返
金
は
お
早
め
に

　

歯
学
部
の
一
日
体
験
入
学
は
本
年

度
も
、
７
、
８
月
を
中
心
に
多
く
の

高
校
生
が
保
護
者
と
一
緒
に
参
加

し
、
模
擬
実
習
や
学
生
た
ち
に
よ
る

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
を
通
し

て
、
歯
学
部
で
の
学
び
や
歯
科
医
師

の
仕
事
に
理
解
を
深
め
て
い
る
。

　

参
加
者
た
ち
は
毎
回
、
創
立
30
年

記
念
棟
に
集
合
し
、
最
初
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
る
地
域
連
携
歯
科
の
笠
原

浩
特
任
教
授
に
よ
る
講
話
で
、
歯
科

の
歴
史
や
歯
科
を
取
り
巻
く
現
状
な

ど
に
理
解
を
深
め
る
と
こ
ろ
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
。

　

そ
の
後
、
専
門
教
育
科
目
の
教
授

に
よ
る
模
擬
講
義
、
教
員
の
指
導
で

歯
科
学
生
に
な
っ
た
気
持
ち
で
体
験

し
て
も
ら
う
模
擬
実
習
、
協
力
メ
ン

バ
ー
の
学
生
が
学
生
目
線
で
施
設
全

体
を
紹
介
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、

学
生
食
堂
で
の
ラ
ン
チ
体
験
な
ど
と

スタッフの指導で券売機を操作する職員

診
時
か
ら
、
歯
周
病
治
療
、
矯
正
治

療
、
補
綴
治
療
の
経
過
を
整
理
し
、

口
腔
内
写
真
、歯
周
組
織
検
査
所
見
、

Ｘ
線
写
真
を
経
時
的
に
比
較
し
な
が

ら
報
告
し
た
も
の
で
、
本
学
の
包
括

的
治
療
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
評
価
さ

れ
た
。

　

大
谷
大
学
院
生
は
「
何
も
分
か
ら

な
い
と
こ
ろ
か
ら
指
導
し
て
く
だ
さ

っ
た
本
学
保
存
科
（
歯
周
）
吉
成
伸

夫
教
授
、
本
論
文
を
推
薦
し
て
く
だ

さ
っ
た
日
本
顎
咬
合
学
会
前
理
事
長

で
本
学
歯
科
理
工
講
座
の
黒
岩
明
弘

教
授
を
は
じ
め
、
本
症
例
に
携
わ
り

最
善
の
治
療
を
し
て
下
さ
っ
た
専
門

の
先
生
方
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
関
係
者
各
位
に
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
自
身
も
こ
の
よ

う
な
症
例
が
出
来
る
よ
う
に
日
々
精

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

語
っ
て
い
た
。

（
学
長
・
硬
組
織
疾
患
制
御
再
建
学
講
座
教
授　

宇
田
川
信
之
）

タ
イ
の
民
族
舞
踊
を
披
露
す
る
田
中
さ
ん
（
中
央
）

　

第
３
学
年
の
田
中
麗
華
さ

ん
は
、
学
業
の
傍
ら
、
タ
イ

舞
踊
の
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
も

活
動
し
、
日
本
や
タ
イ
で
舞

台
に
立
ち
続
け
て
い
る
。
７

月
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
・

ア
ジ
ア
芸
術
協
会
主
催
の
公

演
「
日
本
の
中
の
ア
ジ
ア 

―

タ
イ
舞
踊
と
ジ
ャ
ワ
舞
踊
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
所

属
舞
踊
団
の
メ
ン
バ
ー
と
群

舞
を
披
露
し
て
、
喝
采
を
浴

び
た
。

　

踊
る
こ
と
が
好
き
で
、
幼

い
こ
ろ
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ

レ
エ
の
レ
ッ
ス
ン
に
励
ん
で

き
た
。
東
京
都
に
住
ん
で
い
た
５
歳

の
と
き
、
父
親
の
知
人
で
あ
る
タ
イ

舞
踊
指
導
者
の
指
導
を
受
け
る
機
会

が
あ
り
、
そ
の
華
や
か
さ
と
美
し
さ

に
魅
了
さ
れ
た
。
以
来
、
タ
イ
舞
踊

一
本
に
絞
り
、
同
じ
指
導
者
の
下
で

研
鑽
を
続
け
て
い
る
。

　

10
代
前
半
で
長
野
県
に
移
住
し
て

か
ら
も
新
幹
線
で
毎
週
都
内
の
師
匠

の
元
に
通
っ
て
稽
古
を
継
続
。
実
力

が
評
価
さ
れ
、
タ
イ
で
現
地
の
王
立

舞
踊
団
と
共
演
し
た
経
験
も
持
つ
。

全身麻酔下集中歯科治療の様子

肢
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
適
切
で
な

い
方
法
を
選
ん
で
し
ま
う
と
、
か
え

っ
て
恐
怖
や
不
信
感
を
強
め
て
し
ま

う
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。

　

歯
科
医
師
は
患
者
さ
ん
を
深
く
理

解
し
、
よ
く
観
察
し
、
個
々
に
最
適

な
方
法
を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

当
科
に
は
県
内
の
み
な
ら
ず
隣
県

か
ら
も
多
く
の
患
者
さ
ん
が
来
院
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
は
こ
う
し
た
行
動
調

整
法
が
「
治
療
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
人
に
も
、
歯
科
治
療
を
届
け
る
手

段
」
と
し
て
こ
れ
ま
で
地
域
連
携
歯

科
が
長
年
積
み
重
ね
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
歯
医
者
さ
ん
が
怖
い
」
と
い
う

思
い
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、感
じ
方
、

で
き
る
こ
と
、
怖
い
こ
と
は
一
人
ひ

と
り
違
い
ま
す
。
私
た
ち
が
す
べ
き

こ
と
は
「
そ
の
違
い
を
知
り
、
寄
り

添
う
こ
と
」、
そ
れ
が
、
行
動
調
整

法
の
根
幹
に
あ
る
考
え
方
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
人
に
、
や
さ
し
い
歯
科

医
療
を
届
け
る
た
め
に
、
私
た
ち
は

日
々
、学
び
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
地
域
連
携
歯
科　

助
手　

岸　

英
之
）

進
ん
で
い
く
。

　

そ
の
中
で
も
参
加
者
の
期
待
度
が

高
い
の
は
模
擬
実
習
。
指
導
教
員
や

講
座
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
全
面
的
な
サ

ポ
ー
ト
に
よ
り
、
む
し
歯
治
療
や
抜

歯
、
歯
石
取
り
な
ど
毎
回
本
学
で
し

か
で
き
な
い
体
験
を
提
供
し
て
い
る
。

　

毎
回
参
加
者
た
ち
か
ら
は
「
歯
を

削
る
の
は
難
し
い
け
れ
ど
楽
し
い
」

「
歯
科
医
師
は
こ
れ
を
実
際
に
人
間

の
体
で
や
る
の
だ
か
ら
尊
敬
す
る
」

な
ど
、
感
動
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、協
力
メ
ン
バ
ー
の
学
生
に
、

気
軽
な
雰
囲
気
で
勉
強
の
こ
と
や
日

常
生
活
の
こ
と
な
ど
を
質
問
で
き
る

フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
時
間
も
好
評
と
な

っ
て
い
る
。

　

本
年
度
の
一
日
体
験
入
学
は
計
８

回
開
催
し
、
９
月
７
日
（
日
）「
歯

の
形
態
と
鑑
別
」、
最
終
回
は
10
月

19
日
（
日
）「
デ
ン
タ
ル
医
療
機
器

を
使
お
う
」
を
模
擬
実
習
で
行
う
。

スポンサーのモリタ㈱より贈呈されたゴールドの咬合器を持つ大谷大学院生（右）と吉成伸夫教授

歯
科
学
生
に
な
っ
た
気
持
ち
で
模
擬
実
習

―
毎
回
参
加
者
か
ら
感
動
の
声
多
数
―

歯
学
部
一
日
体
験
入
学

　

歯
科
保
存
学
講
座（
歯
周
）の
大
谷
有
希
大
学
院
生（
第
４
学
年・健
康
増
進
口
腔
科
学
講
座・

口
腔
健
康
分
析
学
専
攻
）
が
、
日
本
顎
咬
合
学
会
の
国
際
学
会
誌
で
あ
る
『Journal of 

Interdisciplinary Clinical Dentistry

』
に
投
稿
し
た
長
期
症
例
報
告
論
文
「A case 

report of interdisciplinary treatm
ent for broad type periodontitis patient.

」

が
、
２
０
２
４
年
度
の
優
秀
論
文
賞
に
選
ば
れ
、
６
月
７
日
（
土
）、
８
日
（
日
）、
東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
東
京
都
）
で
開
催
さ
れ
た
第
43
回
日
本
顎
咬
合
学
会
学
術
大
会
・
総
会
の

中
で
授
賞
式
が
行
わ
れ
た
。

　

本
学
に
は
２
０
２
４
年
に
編
入
し

た
。
１
年
目
は
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
テ
ス

ト
の
準
備
で
両
立
に
苦
労
し
た
が
、

現
在
は
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
テ
ス
ト
の
な

い
週
を
中
心
に
都
内
で
の
定
期
的
な

稽
古
を
再
開
し
、
勉
強
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
公
演
で
は
、
王
子
か
ら
愛

の
告
白
を
受
け
る
演
目
の
中
心
人
物

の
１
人
で
あ
る
天
女
な
ど
を
好
演
。

き
ら
び
や
か
な
衣
装
の
早
着
替
え
も

成
功
さ
せ
、
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
素

晴
ら
し
い
舞
台
を
繰
り
広
げ
た
。

　

会
場
に
は
田
中
さ
ん
の
日
ご
ろ
の

努
力
を
知
る
人
た
ち
も
多
数
訪
れ
、

声
援
を
送
っ
た
。
そ
の
一
人
で
第
３

学
年
の
福
成　

健
さ
ん
は
「
タ
イ
舞

踊
を
見
る
の
は
初
め
て
で
、
迫
力
が

す
ご
か
っ
た
。
田
中
さ
ん
の
お
か
げ
で

新
し
い
世
界
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
。

　

田
中
さ
ん
は
「
タ
イ
舞
踊
の
魅
力

は
何
と
い
っ
て
も
特
有
の
し
な
や
か

で
上
品
な
動
き
。
タ
イ
の
文
化
の
奥

深
さ
を
学
べ
る
こ
と
や
、
タ
イ
の
先

生
方
と
交
流
で
き
る
こ
と
が
楽
し

い
。
勉
強
も
頑
張
り
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
も
タ
イ
舞
踊
を
続
け
、
い
ろ
い

ろ
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

択
に
戸
惑
う
場
面
も
あ
っ
た
が
、
大

き
な
混
乱
は
な
か
っ
た
。

　

利
用
者
か
ら
は
「
難
し
い
シ
ス
テ

ム
で
は
な
い
の
で
抵
抗
感
な
く
使
え

た
」「
従
来
の
シ
ス
テ
ム
の
方
が
便

利
な
気
が
す
る
が
そ
の
う
ち
慣
れ
る

だ
ろ
う
」と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。

病院だより vol.68

地域連携歯科 ⑵
「歯医者さんが怖い」 その先にある、
やさしい歯科医療のかたち

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

第
３
学
年
・
田
中
麗
華
さ
ん

学
業
の
傍
ら
タ
イ
舞
踊
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
も
活
動
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一 日 体 験 入 学
① 9月 7日㈰　② 10月19日（㈰

※9・10月開催分のみ掲載

開催時間 9：30 ～ 15：00（受付 9：00 ～）
●キャンパスツアー　●ランチ体験

●模擬実習　●入試説明　●進学相談など

※参加希望の方は、本学ホームページ
　または下記までご連絡ください。

■お問い合わせ■
HOT LINE 0263–54–3210
松本歯科大学　入試広報係

www.mdu.ac.jp

〔
退
職
（
自
己
都
合
）〕�７
月
31
日
付　
　

　

米
倉
寿
美
枝�

（
事
務
局
学
事
室
事
務
員
）

３
日
㈬　

　

前
期
定
期
試
験
（
衛
生
学
院
第
１
学
年
）

６
日
㈯

　

一
日
体
験
入
学
（
衛
生
学
院
）

７
日
㈰

　

一
日
体
験
入
学
（
歯
学
部
）

11
日
㈭
～
12
日
㈮

　

演
習
Ⅲ
（
第
６
学
年
）

16
日
㈫
～
29
日
㈪

　

登
院
試
験
（
衛
生
学
院
第
２
学
年
）

24
日
㈬

　

Ⅲ
期
試
験
（
第
６
学
年
）

　

大
学
院
発
表
会

25
日
㈭
～
26
日
㈮

　

演
習
Ⅰ
（
第
５
学
年
）

29
日
㈪

　

前
期
定
期
試
験
（
衛
生
学
院
第
３
学
年
）

30
日
㈫

　

戴
帽
式
（
衛
生
学
院
）

　

７
月
17
日
（
木
）、
中
国
河
北
省

よ
り
河
北
外
国
語
学
院
の
学
生
・
教

職
員
ほ
か
25
名
が
来
学
、
模
擬
実
習

な
ど
の
交
流
活
動
を
行
っ
た
。

　

河
北
外
国
語
学
院
と
の
交
流
は
昨

年
12
月
に
長
野
県
国
際
課
の
紹
介
で

孫
建
中
校
長
を
団
長
と
す
る
訪
問
団

が
本
学
を
表
敬
訪
問
し
た
こ
と
か
ら

　

剣
道
部
は
６
月
14
日
（
土
）、
15

日
（
日
）
の
２
日
間
、
恒
例
の
東
京

歯
科
大
学
と
の
交
流
試
合
を
本
学
体

育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

８
月
８
日
（
金
）、
東
京
科
学
大

学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
口
腔

基
礎
工
学
分
野
の
青
木
和
広
教
授
を

お
迎
え
し
て
大
学
院
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
た
。

　

青
木
教
授
は
、
東
京
医
科
歯
科
大

学
（
現
東
京
科
学
大
学
）
大
学
院
博

士
課
程
を
修
了
後
、
同
大
学
歯
学
部

歯
科
薬
理
学
教
室
に
て
、
研
究
教
育

活
動
を
開
始
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

　

青
木
教
授
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

２
０
１
８
年
に
骨
芽
細
胞
上
の
膜
型

RA
NKL

（receptor activator 
of NF-κ

B ligand

）
が
受
容
体
と

し
て
作
用
し
、
骨
芽
細
胞
分
化
を
促

進
さ
せ
る
リ
バ
ー
ス
シ
グ
ナ
ル
伝

達
を
世
界
に
先
駆
け
て
報
告
し
た

（Nature

２
０
１
８
）。
こ
の
中
で
、

RANKL

の
細
胞
内
ド
メ
イ
ン
を
変

異
さ
せ
た
マ
ウ
ス
を
使
っ
た
実
験
で

は
、RANKL

刺
激
に
よ
り
骨
吸

収
活
性
を
上
げ
て
も
、
骨
形
成
活
性

は
上
が
ら
ず
、
膜
型RANKL

の

細
胞
内
ド
メ
イ
ン
が
骨
吸
収
か
ら
骨

形
成
へ
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
機
構
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
と
し
た
。

　

ま
た
、RANKL

に
結
合
す
る
分

子
す
べ
て
がRANKL

を
介
し
た
細

胞
内
シ
グ
ナ
ル
（RANKL

逆
シ
グ

ナ
ル
）
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
出

来
な
い
理
由
の
一
端
も
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
（BBRC

２
０
１
９
）。

　

一
方
、RANKL

結
合
ペ
プ
チ
ド

大学院セミナー
東
京
科
学
大
学
大
学
院

医
歯
学
総
合
研
究
科
口
腔
基
礎
工
学
分
野

・
青
木
和
広
教
授
が
講
演

「
新
規
骨
・
関
節
疾
患
治
療
薬
の
探
索
」

（OP3-4
）
は
、
マ
ウ
ス
の
関
節
リ

ウ
マ
チ
モ
デ
ル
や
変
形
性
関
節
症
モ

デ
ル
に
お
い
て
疾
患
を
和
ら
げ
る
作

用
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。RANKL

結
合
ペ
プ
チ
ド
の

局
所
の
骨
造
成
作
用
を
紹
介
さ
れ
、

RANKL

結
合
ペ
プ
チ
ド
の
骨
・
軟

骨
疾
患
治
療
薬
と
し
て
の
可
能
性
に

つ
い
て
お
話
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
骨
形
成
タ
ン
パ
ク
質

（BM
P-2

）
とOP3-4

ペ
プ
チ
ド

か
ら
構
成
さ
れ
る
薬
剤
を
ゼ
ラ
チ
ン

ハ
イ
ド
ロ
ゲ
ル
と
と
も
に
注
入
す
る

骨
形
成
促
進
法
に
着
目
し
、
歯
科
矯

正
治
療
に
お
け
る
新
た
な
治
療
方
法

の
開
発
の
可
能
性
を
示
し
た
。

　

青
木
教
授
は
、
歯
科
医
学
は
、
理

工
学
と
生
物
学
と
の
融
合
研
究
に
よ

り
発
展
し
、
今
後
さ
ら
に
こ
の
融
合

研
究
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と

を
強
調
さ
れ
た
。

　

歯
科
医
療
の
現
場
で
は
、
骨
を
作

り
た
い
場
所
が
多
く
あ
り
、
注
射
に

よ
っ
て
垂
直
的
に
歯
槽
骨
を
形
成
さ

せ
る
研
究
の
成
功
が
待
た
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
、
更
な
る
研
究
の

発
展
を
大
い
に
期
待
し
た
い
。

（
生
化
学
講
座
教
授　

中
村
美
ど
り
）

講演する青木教授

始
ま
っ
た
。

　

一
行
は
大
学
到
着
後
、
矢
ヶ
﨑
怜

央
法
人
主
事
、
中
村
浩
彰
歯
学
部
長

ら
の
出
迎
え
を
受
け
、
記
念
撮
影
後

創
立
30
年
記
念
棟
で
開
催
さ
れ
た
交

流
会
に
参
加
し
た
。

　

矢
ヶ
﨑
法
人
主
事
は
歓
迎
の
挨
拶

で
「
河
北
省
と
本
学
の
交
流
は
創
立

者
矢
ヶ
﨑　

康
先
生
の
時
代
か
ら
始

ま
り
40
年
以
上
経
過
し
、
深
く
長
い

縁
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
訪
問
団
に

は
高
校
生
と
大
学
生
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、
本
日
は
歯
科
医
師
と
い

う
職
業
を
体
験
し
て
も
ら
い
今
後
の

人
生
設
計
の
参
考
に
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
た
。　

　

続
い
て
中
村
歯
学
部
長
か
ら
、「
本

日
の
模
擬
実
習
に
は
本
学
の
中
国
人

留
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
で
安
心

し
て
実
習
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
訪
問
団
を
引
率
し
た
河
北

外
国
語
学
院
日
本
語
学
院
の
趙

ジ
ャ
オ
ト
ン騰

院
長
は
返
礼
の
挨
拶
で
「
昨
年
12
月

に
貴
学
を
訪
問
し
、
高
度
な
教
育
や

先
端
的
な
医
療
設
備
、
素
晴
ら
し
い

自
然
環
境
や
教
育
理
念
に
深
い
感
銘

本年度新たに本学病院に入職
し、各科で業務に励む３人の歯
科衛生士さんを紹介します。

　

１
９
７
２
年

の
創
部
当
時
、

部
長
の
加
藤
倉

三
先
生
（
第
２

代
学
長
）
が
諏

訪
で
合
宿
中
だ

っ
た
東
京
歯
科

大
学
剣
道
部
に

交
渉
さ
れ
、
合

同
稽
古
を
実
現

さ
せ
て
以
来
、

両
大
学
で
交
互

に
開
催
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
昨
年
、

東
京
歯
科
大
学
で
再
開
さ
れ
、
今
年

は
本
学
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
東
京
歯
科
大
学
か
ら
は
部

員
７
人
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
参
加
し

ま
し
た
。
初
日
は
体
育
館
で
球
技
な

ど
で
一
緒
に
汗
を
流
し
、
交
流
を
深

め
た
あ
と
、
東
京
歯
科
大
学
剣
道
部

部
長
で
歯
科
保
存
修
復
学
教
授
の
村

松　

敬
先
生
、
本
学
剣
道
部
顧
問
の

金
銅
英
二
先
生
を
お
迎
え
し
、
中
国

料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ス
タ
ー
ダ
ス
ト

に
て
懇
親
会
を
開
き
ま
し
た
。
地
元

Ｏ
Ｂ
の
伊
沢
正
行
先
生
（
33
期
生
）

も
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
交
流
試
合
を
行
い
、
両
大

学
の
対
抗
戦
の
ほ
か
、
抽
選
で
の
混

成
チ
ー
ム
に
よ
る
試
合
な
ど
も
行

い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

続
く
稽
古
会
に
は
長
野
県
警
の
森

山
龍
樹
先
生
や
菊
池
繁
仁
先
輩
、
さ

ら
に
東
京
歯
科
大
学
剣
道
部
監
督
の

花
上
建
一
先
生
も
加
わ
っ
て
く
だ
さ

り
共
に
汗
を
流
し
、
両
大
学
剣
道
部

の
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
開
催
に
当
た
り
、
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
大
学
の
関
係
の
皆
さ
ま
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
歯
学
部　

第
４
学
年　

橋
本
ひ
か
る
）

東京歯科大学剣道部との交流試合を開催
～ 両校の絆さらに深まる ～

中
国
・
河
北
外
国
語
学
院
生
ら
が
来
学

模
擬
実
習
を
体
験
し
歯
科
医
療
の
一
端
に
触
れ
る

を
受
け
ま
し
た
。
本
年
３
月
に
は
企

画
調
査
室
の
酒
井
康
成
さ
ん
が
大
学

と
高
校
で
説
明
会
を
開
催
さ
れ
、
歯

科
医
療
に
興
味
を
持
っ
た
学
生
か
ら

ぜ
ひ
学
び
を
体
験
し
た
い
と
声
が
上

が
り
、
今
回
の
訪
問
が
実
現
し
ま
し

た
」
と
経
緯
を
話
し
、
今
後
両
校
の

協
力
関
係
が
結
実
し
河
北
省
と
長
野

県
の
交
流
促
進
に
も
積
極
的
に
貢
献

し
た
い
、
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
実
習
館
に
移
動
し
行
っ
た

模
擬
実
習
で
は
２
班
に
分
け
て
、
理 口腔内細菌観察を体験する学生

交
流
試
合
に
参
加
し
た
方
々

　

仕
事
に
つ
な
が
る
資
格
を

取
得
し
て
、
専
門
性
を
も
っ

て
働
き
た
い
と
考
え
る
中

で
、
女
性
も
活
躍
し
や
す
い

仕
事
だ
と
聞
い
て
、
歯
科
衛

生
士
の
仕
事
に
ひ
か
れ
る
よ

う
に
な
り
、
こ
ち
ら
の
衛
生

学
院
で
学
び
ま
し
た
。

　

補
綴
科
に
所
属
し
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ

と
が
多
く
、
臨
機
応
変
に
対

応
す
べ
き
状
況
で
う
ま
く
で

き
ず
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
丁
寧
な
仕
事
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

　

休
日
は
ア
ニ
メ
を
見
て
気

分
転
換
を
し
て
い
ま
す
。

工
学
・
黒
岩
昭
弘
教
授
お
よ
び
歯
科

補
綴
科
教
員
の
協
力
の
も
と
、
レ
ジ

ン
充
填
と
口
腔
内
細
菌
観
察
を
体
験

し
た
。

　

学
生
か
ら
は
「
医
療
現
場
は
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
大
事
だ
と
実
感
し
た
。

自
分
の
細
胞
や
口
腔
内
細
菌
を
こ
こ

ま
で
は
っ
き
り
観
察
し
た
の
は
初
め

て
で
普
段
の
歯
磨
き
の
大
切
さ
を
学

ん
だ
」
と
感
想
を
話
し
て
い
た
。

　

模
擬
実
習
終
了
後
、
一
行
は
学
生

食
堂
で
昼
食
を
体
験
し
、
キ
ャ
ン
パ

ス
を
後
に
し
た
。

　

日
本
の
大
学
や
歯
科
医
療
の
一
端

に
触
れ
る
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。

NEW
FACE 病院歯科衛生士

　

大
学
病
院
で
、
様
々
な
患

者
さ
ん
と
の
か
か
わ
り
方
を

学
び
た
い
で
す
。

　

常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
し
、
患
者
さ
ん

が
何
に
困
っ
て
い
る
の
か
、

ど
う
し
た
ら
そ
れ
が
解
決
で

き
る
か
を
考
え
ら
れ
る
歯
科

衛
生
士
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。

　

い
ま
は
矯
正
歯
科
で
先
輩

方
に
学
ぶ
日
々
で
、
患
者
さ

ん
の
喜
び
の
声
や
「
あ
り
が

と
う
」
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
映
画
鑑
賞
。
こ
の

夏
は
、「
劇
場
版『
鬼
滅
の
刃
』

無
限
城
編
」
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

で
き
る
だ
け
早
い
う
ち
に

い
ろ
い
ろ
な
症
例
を
経
験
し

た
い
と
思
い
、
本
学
病
院
に

就
職
し
ま
し
た
。

　

保
存
科
に
所
属
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
口
腔
写
真
の
撮

影
な
ど
、
思
う
よ
う
に
先
輩

の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
で
き
な

か
っ
た
と
き
は
難
し
さ
を
感

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
、

徐
々
に
頼
ら
れ
る
存
在
に
な

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　

　

に
ぎ
や
か
な
こ
と
が
好
き

で
す
が
、
一
人
の
時
間
も
大

切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

荒井美鈴さん
長野市出身

布山宮乃さん
安曇野市出身

吉澤和香さん
塩尻市出身
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